
ゴルフ場のマナーについて 

 

①クラブハウス内でのマナー 

タオルを首に巻く、肩にかけるなんて、ゴルフ場全体を通してマナー違反です。 

プレーから戻ってきたら、シューズを外のエアーで洗い、土や草を落としてからクラブハウスに入りましょ

う。 

 

②グリーン上でのマナー 

グリーンは芝がとても繊細で、少しの傷も与えてはいけません。特に緊張感を持って下さい。 

・パター以外のクラブは使わない。 

・走らない 

・プレー中、他人のラインを踏んではいけません。 

（※ライン＝ボールの位置からカップに入れるために実際に通るであろうボールの軌道のこと） 

・ボールマークを直しましょう。（ボールがグリーン上に落ちたときにできる芝生のくぼみ） 

グリーンフォークで芝を寄せて直しましょう。直し方は後述します。 

・旗は現在のルールで外さなくてもペナルティがなくなったため、そのままの状態でプレーをする方が増えて

おります。もし外す場合はできるだけグリーンの外に置きましょう。 

（しかし、グリーンが広くてグリーン外まで持っていくのが大変な時はグリーン内に置いても OK です。その

場合は静かに置きましょう） 

・ボールを打つ人から離れて待ちましょう。（グリーンではライン上に影が落ちるとパッティングの妨げにな

ります） 

 

※ボールマークの直し方 

ボールマークの修復には、グリーンフォークというものを使います。 

グリーンフォークを穴の淵に斜めから刺して、中央へ寄せます 

ボールマークの穴の淵に、グリーンフォークの背を上に向けてまず刺します。 

その時、刺した時に中央に寄せていってください。これを各方向から繰り返すと芝が寄ってきます。 

最後にパターの裏で軽く叩きます。芝が寄ってきたらパターの裏で軽く叩くときれいに修復できます。 

 

③バンカーでのマナー 

・必ず砂をならして出ましょう 

バンカーショットのあとは、ショットの跡や自分の足跡などをならしてから外に出ましょう。 

レーキと呼ばれる道具がバンカーの周辺においてあるので、それを使ってキレイにならし、使い終わったら

バンカーまわりにきちんと戻してください。 

 

・傾斜の低いところから入りましょう 

バンカーの高いところから入ると、土手の砂が崩れたり、芝を痛めたりします。また、高いところは急斜面

になっていることも多く、危険です。 

 

・アドレスをとる際、クラブのソールをバンカー内の砂につけてしまうとペナルティとなりますので注意 

 



④ゴルフカートでのマナー 

ゴルフカートの一般的な考え方として、カートの座り方や運転などについては、基本的に、ルールやマナー

はありません。当クラブではリモコンでの操作をお願いしておりますので、ハンデの少ない方が操作するよ

うお願い申しあげます。 

 

ゴルフカートには、上座も下座もないというのが常識ですので、基本的にどこに座っても大丈夫です。 

ただ、キャディさんが運転する場合、後列３人がけの真ん中が「末席」という考えが一般的ですが、あまり深

く考えず、楽しくラウンドしましょう。 

 

●ゴルフ場を傷つけるマナー違反 

自然がいっぱいに広がるゴルフ場ですが、それを維持するのには多くのコストと手間をかけています。「自然

を守る」ことは、ゴルファーの最低限のマナーです。 

 

・木の枝を折る、土を掘り返す等の破壊行為は禁止です。 

・指定の場所以外は禁煙です。 

・シューズは行き帰りとコースで履き替えましょう。 

理由は外の雑菌を繊細なグリーンに持ち込まないためです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



＜コースに出て嫌われる！？迷惑行為＞ 

 

①同伴者の邪魔をする 

ゴルフは集中力、精神力が試されるスポーツです。 

他人が打つ時にその人の気を散らすような行為はマナー違反となり、とても嫌がられます。 

「自分が集中してプレーしている時、されたら嫌なこと」はしないようにしてください。 

 

②打ち込み禁止 

前の組がまだ近くにいるのに、ボールをショットすること。 

飛んでいったボールによって、他の組のプレーを妨害しますし、へたをすると 怪我を負わせてしまいます。

必ず、カートナビに表示されている前の組との距離を確認してから打つようにしてください。 

もし、人のいるところにボールを打ち込んでしまった場合、「ファー」と叫んで必ず危険を知らせてくださ

い。 

 

③待たせる（スロープレー） 

コースは、他の組の人もプレーしてます。 

もし、あなたの組がのんびりプレーをしていた場合、次にそのコースを使用する人たちが待たされます。 

また、スロープレーにイライラするのは後続の組だけではなく、同じ組の人でもそうです。 

ダラダラしないことは、ゴルフの鉄則です。スロープレー防止のために以下のことを心がけてください。 

 

・クラブは予め２～３本持っておきましょう。 

使うであろうクラブは、バッグから抜いて、予め持って歩くと、わざわざ取りに行かなくて済むので同組の

人を待たせません。 

 

・ボールは予め２～３個持って歩きましょう（目印が３個とも違うボールを持って歩いて下さい。） 

 

・何度も素振りをしないようにしましょう（ショット前の素振りは 1 回くらい） 

 

・プレー時間は４人１組でハーフ２時間～2 時間 15分以内が目安です。 

 

④ごまかす 

ゴルフには審判が存在しません。 

そしてゴルフでスロープレー同様嫌われるマナー違反が「ごまかす」ことです。 

 

打数の過小申告（少ない打数を記録する）ということをしてしまうと、競技では失格になるほどのルール違反

です。つまらない見栄をはって、もう誘ってもらえなくなった、、、。ということにならないよう自分に厳しく

楽しいラウンドを心がけましょう。 

 


